
熊本大学工学部 附属ものづくり創造融合工学教育センタ 一 平成22年度 年次報告書

「たたら」から始めるものづくり（火の固たたら2 0 1 0) 

マテリアノレ工学科 l年 松本 翼 ， 寺岡 稔晃，石田 裕樹 担当教員 小塚敏之

1 . はじめに
熊本大学工学部の 「ものづくり創造融合工学教育事

業Jの始動にあわせて，私たちのマテリアノレ工学科で
も，日本古来の製鉄である 「たたら製鉄」のプロジェ
ク卜にチャレンジしてきました. 17年度は学生自主プ
ロジェク卜として，18年～21年は授業拡充プロジェク
トとして ， 学科の教職員と学生が一体となって取り組
んできました．今年度は初心に還って学生自主プロジ
ェク卜として「たたら製鉄jに挑戦することにしまし
た。
2. 火の固たたら2 0 1 0への挑戦

最初に具体的にこのプロジェクトのことを知ったの
は ， 5月の連休明の合宿研修でした担任の小塚教員
が「たたら製鉄jの担当で，先生からこれまでの経緯
と今年のプロジェクトの詳細な説明を聞いて ， 私たち
にとっては全く未知な 「たたら製鉄Jに興味がわき起
こり ， 挑戦したいと強く思いました．（写真1)

写真l 研修旅行での講義風景

プロジェク卜が授業拡充プロジェクトとなった18
年度から， 「たたら製鉄Jはマテリアノレ工学科1年次の

「実践！ものづくり」の項目の1つに組み込まれてき
ました．先生方の方針は今年度も同様に行うというこ
とでしたので， 「実践！ものづくりJの1項目でありな
がら，学生自主プロジェク卜としても位置づけること
になりました以下に今年度の 「実践1ものづくりJ
のスケジュ ールにあわせた．「火の固たたら2010」の
大まかな日程と内容を示します。
. 5月11日 「火の固たたら2010」第1回説明会

「たたら製鉄J が古代へのロマンを感じさせるだけ
でなく， 現代にも通じるエコプロセスであるというこ
との持つ意味，それを現代製鉄法のもたらす文明を享
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受している私たちが実施する意義の説明を受けて，と
てもやりがいのあることと思いました ． 3基の小型た
たら炉での概要の説明を受けて， 3名の班長が立候補
し，承認されました．
. 8月6日 第1回班長会議

「たたら製鉄」の実習部分は昨年までの方針を踏襲
し ， 学生が自主的に行うところについて，体制と役務
分担を決定しました。

連絡体制の確立
和手ぬぐいの作製
実施場所の申請 ， 大学事務との交渉
たたら当日の昼食の準備

• 10月7日 「火の固たたら2010J第2回説明会
小型たたら炉についての具体的な説明を受けて必要

な消耗品の購入計画を作成しました。
· 11月 白川河川敷で砂鉄採集（写真2)

今年は天候があまりよくなかったので ， 採集した量
は少なかったので ， 昨年のあまりを利用しました

写真2 河川敷で砂鉄を集める

・11月2日 第2回班長会議
3基のたたら炉に対して ， 下記のように班長，副班

長，書記が決まり，それぞれの役割分担を明確にした ．

1号炉 班長・石田 裕樹 ， 副班長．内田 義臣
書記・上野 美里

2号炉 班長．寺岡 稔晃， 副班長・長野 恵祐
書記：寿福 一輝

3号炉 班長：松本 翼， 副班長：山崎 温
書記ー宗近 祥吾，山 11崎 吉喜

班長・操業指針，計画，
副班長 大学との交渉，弁当の手配










